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はじめに

• 対象読者, v ページ

• 表記法, v ページ

• Cisco UCSの関連ドキュメント, vii ページ

• マニュアルに関するフィードバック, vii ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素]のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[メインタイトル]のように示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル
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説明テキストのタイプ

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（bold）で示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（italic）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意
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「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス

IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger.You are in a situation that could cause bodily injury.Before you work
on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar with standard
practices for preventing accidents.Use the statement number provided at the end of each warning to locate
its translation in the translated safety warnings that accompanied this device.

SAVE THESE INSTRUCTIONS

警告

Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

すべてのBシリーズマニュアルの完全なリストについては、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-docで入手可能な『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

管理用の UCS Managerと統合されたラックサーバでサポートされるファームウェアバージョン
とサポートされる UCS Managerバージョンについては、『Release Bundle Contents for Cisco UCS
Software』を参照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLmailto:ucs-docfeedback@cisco.comドキュメント内のフィードバックフォーム
よりご連絡ください。ご協力をよろしくお願いいたします。
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第 1 章

概要

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Managerスタートアップガイドの概要, 1 ページ

• Cisco UCS Managerユーザマニュアル, 2 ページ

• Cisco Unified Computing Systemの基本事項, 3 ページ

• 設定オプション, 13 ページ

Cisco UCS Manager スタートアップガイドの概要
このガイドでは、Cisco Unified Computing System（Cisco UCS）の重要事項、Cisco UCS Manager
の初期設定の手順、およびベストプラクティスについて概要を説明します。次の表に、このガイ

ドの全体を要約します。

説明章

CiscoUCSアーキテクチャの概念の説明。Ciscoファブリックイン
ターコネクト、I/Oモジュール、キーサーバのコンポーネント、
Cisco UCS Centralの概要など。

概要

Cisco UCS Managerの初期設定に関係するハードウェア、ブラウ
ザ、ポートの要件。

システム要件
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説明章

次の順序による初期設定のワークフロー。

1 コンソールの設定

2 管理ポリシーの設定

3 機器ポリシーの設定

4 ユニファイドポートの設定

5 ファブリックインターコネクトサーバポートの設定

6 LAN接続の設定

7 SAN接続の設定

8 ワークロードの定義

初期設定

推奨事項、ベストプラクティス、設定例、および用語。付録

Cisco UCS Manager ユーザマニュアル
Cisco UCS Managerリリース 3.1では、次の表に示すように、使用例を基本とした従来よりも小規
模なマニュアルが新しく用意されています。

説明ガイド

Cisco UCSアーキテクチャのほか、Cisco UCS
Managerの初期設定、構成のベストプラクティ
スなど、稼働前に必要な操作について説明しま

す。

『Cisco UCS Managerスタートアップガイド』

パスワード管理、ロールベースのアクセスの設

定、リモート認証、通信サービス、CIMCセッ
ションの管理、組織、バックアップと復元、ス

ケジュールオプション、BIOSトークン、およ
び遅延展開について説明します。

『Cisco UCS Managerアドミニストレーション
ガイド』

Cisco UCS Managerによって使用および管理さ
れる物理および仮想インフラストラクチャコン

ポーネントについて説明します。

『Cisco UCS Managerインフラストラクチャ管
理ガイド』
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説明ガイド

ファームウェアのダウンロードと管理、自動イ

ンストールによるアップグレード、サービスプ

ロファイルによるアップグレード、ファーム

ウェア自動同期を使用するエンドポイントでの

直接アップグレード、機能カタログの管理、導

入シナリオ、トラブルシューティングについて

説明します。

『Cisco UCS Managerファームウェア管理ガイ
ド』

新しいライセンス、CiscoUCSCentralへのCisco
UCSドメインの登録、パワーキャッピング、
サーバのブート、サーバプロファイル、および

サーバに関連するポリシーについて説明しま

す。

『Cisco UCS Managerサーバ管理ガイド』

Cisco UCSManagerの SANやVSANなど、スト
レージ管理のすべての項目について説明しま

す。

『Cisco UCS Managerストレージ管理ガイド』

Cisco UCSManagerのLANやVLAN接続など、
ネットワーク管理のすべての項目について説明

します。

『CiscoUCSManagerネットワーク管理ガイド』

Cisco UCS Managerのシステム統計情報など、
システムおよびヘルスモニタリングのすべての

項目について説明します。

『Cisco UCSManagerシステムモニタリングガ
イド』

Cisco Unified Computing System の基本事項

Cisco Unified Computing Systemの概要
CiscoUCSはユニークなアーキテクチャを搭載しており、コンピューティング、データネットワー
クアクセス、およびストレージネットワークアクセスを一括管理インターフェイス内の共通コ

ンポーネントセットに統合します。

Cisco UCSは、アクセスレイヤネットワークとサーバを融合します。この高性能次世代サーバシ
ステムは、作業負荷に対する敏捷性およびスケーラビリティの高いデータセンターを実現します。

ハードウェアコンポーネントおよびソフトウェアコンポーネントは、1つの統合ネットワークア
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ダプタ上に複数のタイプのデータセンタートラフィックを通過させる、シスコユニファイドファ

ブリックをサポートします。

図 1：Cisco Unified Computing System のアーキテクチャ

アーキテクチャの単純化

Cisco UCSのアーキテクチャを単純化することにより、必要なデバイスの数を削減し、スイッチ
ングリソースを中央に集中させることができます。シャーシ内部でのスイッチングを止めると、

ネットワークアクセスレイヤのフラグメンテーションが大きく減少します。Cisco UCSは、ラッ
ク、またはラックのグループでシスコユニファイドファブリックを実装し、10ギガビットシス
コデータセンターイーサネットリンクおよび Fibre Channel over Ethernet（FCoE）リンク経由で
イーサネットおよびファイバチャネルプロトコルをサポートします。この徹底的な単純化によ

り、スイッチ、ケーブル、アダプタ、および管理ポイントの最高 3分の 2が削減されます。Cisco
UCSドメイン内のデバイスはすべて、1つの管理ドメイン下にとどまり、冗長コンポーネントの
使用中、ハイアベイラビリティを保ちます。

High Availability（高可用性）

CiscoUCSの管理およびデータプレーンはハイアベイラビリティおよび冗長アクセスレイヤファ
ブリックインターコネクトのために設計されています。さらに、Cisco UCSは、データレプリ
ケーションやアプリケーションレベルのクラスタ処理テクノロジーなど、データセンターに対す

る既存のハイアベイラビリティおよびディザスタリカバリソリューションをサポートします。

拡張性

単一の Cisco UCSドメインは、複数のシャーシおよびそれらのサーバをサポートします。それら
はすべて、1つの Cisco UCS Managerを介して管理されます。スケーラビリティの詳細について
は、シスコの担当者にお問い合わせください。
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柔軟性

Cisco UCSドメインでは、データセンターのコンピューティングリソースを、急速に変化するビ
ジネス要件にすばやく合せることができます。この柔軟性を組み込むかどうかは、ステートレス

コンピューティング機能の完全な実装が選択されているかどうかによって決定されます。必要に

応じて、サーバやその他のシステムリソースのプールを適用し、作業負荷の変動への対応、新し

いアプリケーションのサポート、既存のソフトウェアおよびビジネスサービスの拡張、スケジュー

ル済みのダウンタイムおよび予定されていないダウンタイムの両方への適応を行うことができま

す。サーバの IDは、最小のダウンタイムで、追加のネットワーク設定を行わずにサーバからサー
バへ移動できるモバイルサービスプロファイルに抽象化することができます。このレベルの柔軟

性により、サーバの IDを変更したり、サーバ、ローカルエリアネットワーク（LAN）、または
Storage Area Network（SAN）を再設定したりせずに、すばやく、簡単にサーバの容量を拡張する
ことができます。メンテナンスウィンドウでは、次の操作をすばやく行うことができます。

•予測していなかった作業負荷要求に対応し、リソースとトラフィックのバランスを取り戻す
ために新しいサーバを導入します。

•あるサーバでデータベース管理システムなどのアプリケーションをシャットダウンし、I/O
容量とメモリリソースを拡張した別のサーバでこれを再度起動します。

サーババーチャライゼーションに向けた最適化

Cisco UCSは、VM-FEXテクノロジーを実装するために最適化されています。このテクノロジー
は、より優れたポリシーベースの設定とセキュリティ、会社の運用モデルとの適合、VMwareの
VMotionへの順応など、サーババーチャライゼーションに対してより優れたサポートを実現しま
す。

Cisco UCS の構成要素と接続機能

図 2：Cisco UCS の構成要素と接続機能
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上の図に示した Cisco UCSに含まれる主な構成要素は次のとおりです。

• Cisco UCS Manager：Cisco UCS Managerは、Cisco UCSを一元管理するインターフェイスで
す。Cisco UCS Managerの詳細については、を参照してください。 Cisco UCS Managerの概
要, （13ページ）

• Cisco UCSファブリックインターコネクト：Cisco UCSファブリックインターコネクトは、
Cisco UCSの導入において中核を成すコンポーネントであり、Cisco UCSシステムにネット
ワーク接続機能と管理機能の両方を提供します。Cisco UCSファブリックインターコネクト
は Cisco UCS Managerの制御ソフトウェアを実行します。次の要素で構成されています。

◦ CiscoUCS6200シリーズファブリックインターコネクト、CiscoUCS6332シリーズファ
ブリックインターコネクト、および Cisco UCS Mini

◦ネットワークおよびストレージ接続用のトランシーバ

◦さまざまなファブリックインターコネクト用の拡張モジュール

◦ Cisco UCS Managerソフトウェア

Cisco UCSファブリックインターコネクトの詳細については、を参照してください。 Cisco
UCSファブリックインフラストラクチャポートフォリオ, （7ページ）

• Cisco UCS I/Oモジュールと Cisco UCSファブリックエクステンダ：IOMモジュールは Cisco
FEXまたは単にFEXモジュールとも呼ばれています。これらのモジュールは、Nexusシリー
ズスイッチのリモートラインカードと同様に、FIのラインカードとして動作します。IOM
モジュールもブレードサーバへのインターフェイス接続を提供します。これらはブレード

サーバのデータを多重化し、このデータをFIに渡します。逆方向も同様に処理します。実働
環境では、IOMモジュールは冗長性とフェールオーバーの目的で常にペアで使用します。

• CiscoUCSブレードサーバシャーシ：CiscoUCS5100シリーズブレードサーバシャーシは、
Cisco UCSの極めて重要な構成要素で、現在および将来のデータセンターのニーズに対応す
るスケーラブルで柔軟なアーキテクチャを提供し、総所有コストの削減にも役立ちます。

• Cisco UCSブレードおよびラックサーバ：Cisco UCSブレードサーバはUCSソリューション
の中核であり、CPU、メモリ、ハードディスク容量をさまざまに組み合わせたシステムリ
ソース構成にすることができます。すべてのブレードサーバは、Intel Xeonプロセッサを基
盤としており、AMDのオプションはありません。Cisco UCSラックマウントサーバは個別
にインストールおよび制御できるスタンドアロンサーバです。シスコは、ラックマウント

サーバ用のファブリックエクステンダ（FEX）を用意しています。FEXは、FIにラックマウ
ントサーバを接続し、管理するために使用できます。ラックマウントサーバは、ファブリッ

クインターコネクトに直接接続することもできます。

中小企業（SMB）のお客様は、ビジネスニーズに応じてさまざまなブレード構成から選択で
きます

• Cisco UCS I/Oアダプタ：Cisco UCS Bシリーズブレードサーバは、ネットワークアダプタ
を 2つまでサポートするよう設計されています。この設計により、アダプタ、ケーブル、ア
クセスレイヤスイッチの数を半分ほどに削減できます。これは LANと SANの両方におい
て、サーバ、シャーシ、ラックのレベルでの複数のパラレルインフラストラクチャが不要で

あるためです。
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Cisco UCS ファブリックインフラストラクチャポートフォリオ
Cisco UCSファブリックインターコネクトは、トップオブラックデバイスであり、Cisco UCSド
メインへのユニファイドアクセスを提供します。次の図は、Cisco UCSファブリックインターコ
ネクトの製品ファミリの進化を表しています。現在の Cisco UCSインフラストラクチャのハード
ウェアは第三世代です。

Cisco UCS 6100シリーズファブリックインターコネクトと Cisco UCS 2104 I/Oモジュールは
サポート終了になりました。

（注）

拡張モジュール

Cisco UCS 6200シリーズでは、10G、FCoE、ファイバチャネルのポートを増やすために使用でき
る拡張モジュールをサポートしています。

• Cisco UCS 6248 UPはベースシステムに 32ポートがあり、16ポートを追加する 1つの拡張
モジュールでアップグレードできます。

• Cisco UCS 6296 UPはベースシステムに 48ポートがあり、48ポートを追加する 3つの拡張
モジュールでアップグレードできます。

Cisco UCS 6300 シリーズファブリックインターコネクトのポート
Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのポートは、イーサネットまたはファイ
バチャネルのトラフィックのいずれかを伝送するよう設定できます。これらのポートは予約され

ていません。ポートを設定するまで、Cisco UCSドメインでそれらのポートを使用することはで
きません。

Cisco UCS Manager スタートアップガイドリリース 3.1    
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ファブリックインターコネクトのポートを設定すると、管理状態が自動的にイネーブルに設

定されます。ポートが他のデバイスに接続されている場合は、これによってトラフィックが中

断されることがあります。ポートは設定後にディセーブルにできます。

（注）

次の表に、Cisco UCSファブリックインターコネクトの第 2世代および第 3世代のポートをまと
めています。

第 3 世代第 2 世代Cisco UCS Mini

Cisco UCS
6332-16UP

Cisco UCS
6332

Cisco UCS
6296 UP

Cisco UCS
6248 UP

Cisco UCS 6324項目

40ポートファブ
リックインター

コネクト

32ポート
ファブリッ

クインター

コネクト

96ポート
ファブリッ

クインター

コネクト

48ポート
ファブリッ

クインター

コネクト

ユニファイドポート

を 4つと拡張ポート
を 1つ備えたファブ
リックインターコネ

クト

説明

1 RU1 RU2 RU1 RU1 RUフォーム

ファクタ

6（ポート 35～
40）

6（ポート 17
～ 32）

———40GB固定イ
ンターフェ

イスの数

ブレークアウト

ケーブルを使用

するポート17～
34

ブレークア

ウトケーブ

ルを使用す

るポート 5
～ 26

すべてすべてすべて1GB/10GBイ
ンターフェ

イスの数

（取り付け

られている

SFPモジュー
ルの数によ

る）

ポート 1～ 16なしすべてすべて4ユニファイ

ドポート（8
Gbps、FC、
FCoE）

すべてすべてすべてすべてすべてすべての

IOMと互換
性あり

なしなし3（16ポー
ト）

1（16ポー
ト）

なし拡張スロッ

ト
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第 3 世代第 2 世代Cisco UCS Mini

44524ファンモ

ジュール

2（AC/DC対
応）

2（AC/DC対
応）

2（AC/DC対
応）

2（AC/DC対
応）

—電源モ

ジュール

Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトではポートのブレークアウト機能を
サポートしています。40Gポートを 4つの 10Gポートに変換する方法については、Cisco UCS
6300シリーズファブリックインターコネクトのポートのブレークアウト機能, （10ページ）
を参照してください。

（注）

ポートモード

ポートモードは、ファブリックインターコネクト上の統合ポートが、イーサネットまたはファイ

バチャネルトラフィックを転送するかどうかを決定します。ファブリックインターコネクトは、

自動的にはポートモードを検出しません。Cisco UCS Managerのポートモードを設定する必要が
あります。

ポートモードを変更すると、既存のポート設定が削除され、新しい論理ポートに置き換えられま

す。VLANや VSANなど、そのポートの設定に関連付けられているオブジェクトはすべて削除さ
れます。ユニファイドポートのポートモードを変更できる回数に制限はありません。

ポートタイプ

ポートタイプは、統合ポート接続経由で転送されるトラフィックのタイプを定義します。

イーサネットポートモードに変更された統合ポートは、デフォルトでアップリンクイーサネッ

トポートタイプに設定されます。ファイバチャネルポートモードに変更された統合ポートは、

ファイバチャネルアップリンクポートタイプに設定されます。ファイバチャネルポートの設定

解除はできません。

ポートタイプ変更時のリブートは不要です。

イーサネットポートモード

ポートモードをイーサネットに設定すると、次のポートタイプを設定できます。

•サーバポート

•イーサネットアップリンクポート

•イーサネットポートチャネルメンバ

• FCoEポート

Cisco UCS Manager スタートアップガイドリリース 3.1    
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•アプライアンスポート

•アプライアンスポートチャネルメンバ

• SPAN宛先ポート

• SPAN送信元ポート

SPAN送信元ポートは、ポートタイプのいずれかを設定してから、そのポー
トを SPAN送信元として設定します。

（注）

ファイバチャネルポートモード

ポートモードをファイバチャネルに設定すると、次のポートタイプを設定できます。

•ファイバチャネルアップリンクポート

•ファイバチャネルポートチャネルメンバ

•ファイバチャネルストレージポート

• FCoEアップリンクポート

• SPAN送信元ポート

SPAN送信元ポートは、ポートタイプのいずれかを設定してから、そのポー
トを SPAN送信元として設定します。

（注）

Cisco UCS 6300 シリーズファブリックインターコネクトのポートのブレークアウト機能

ブレークアウトポートについて

Cisco UCSファブリックインターコネクトの 6300シリーズでは、1つの QSFPポートを 4つの
10Gポートに分割できます。このとき、サポートされているブレークアウトケーブルを使用しま
す。デフォルトでは、40Gモードでは 32個のポートがあります。これらの 40Gポートには、2タ
プルの命名規則で番号が割り当てられます。たとえば、2番目の 40Gポートには 1/2という番号
が割り当てられます。40Gから 10Gに設定を変更するプロセスはブレークアウトと呼ばれ、（4
つの）10Gから 40Gに設定を変更するプロセスは設定解除と呼ばれます。

40Gポートを 10Gポートにブレークアウトする場合、得られたポートには 3タプルの命名規則を
使用して番号が割り当てられます。たとえば、2番目の 40ギガビットイーサネットポートのブ
レークアウトポートには 1/2/1、1/2/2、1/2/3、1/2/4という番号が割り当てられます。

   Cisco UCS Manager スタートアップガイドリリース 3.1
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次の図は、Cisco UCS 6332シリーズファブリックインターコネクトの正面図を表しており、これ
にはブレークアウトポート機能をサポートしているポートとサポートしていないポートが含まれ

ています。

図 3：Cisco UCS 6332 シリーズファブリックインターコネクトの正面図

L1および L2ハイアベイラビリティポート1

40G QSFPポート X 28（10G SFPポート X 98）
（注） • QSAモジュールはポート 13～ 14で必要。

• 10GのサポートにはQSFPから 4XSFPへのブレークアウトケーブル
が必要。

2

40G QSFPポート X 63

次の図は、CiscoUCS6332-16UPシリーズファブリックインターコネクトの正面図を表しており、
これにはブレークアウトポート機能をサポートしているポートとサポートしていないポートが含

まれています。

図 4：Cisco UCS 6332-16UP シリーズファブリックインターコネクトの正面図

L1および L2ハイアベイラビリティポート1

1/10G SFPポート X 16（4/8/16G FCポート X 16）2

40G QSFPポート X 18（10G SFP+ポート X 72）
（注） • 10GのサポートにはQSFPから 4XSFPへのブレークアウトケーブル

が必要。

3
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40G QSFPポート X 64

次の図は、Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトの背面図を表しています。

図 5：Cisco UCS 6300 シリーズファブリックインターコネクトの背面図

電源モジュール1

ファン X 42

電源モジュール3

シリアルポート4

ブレークアウトポートの制約事項

次の表に、Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのブレークアウト機能の制約
事項をまとめています。

ブレークアウト機能をサポートしていな

いポート

ブレークアウト設定が可能

なポート

Cisco UCS 6300 シリーズ
ファブリックインターコ

ネクト

13～ 14、27～ 32

（注） •ポート 27～ 32では自動
ネゴシエートの動作はサ

ポートされていません。

1～ 12、15～ 26Cisco UCS 6332

1～ 16、35～ 40

（注） •ポート 35～ 40では自動
ネゴシエートの動作はサ

ポートされていません。

17～ 34Cisco UCS 6332-16UP
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QoSジャンボフレームを使用する場合、ブレークアウトポートとして許可されるのは最大 4
ポートです。

重要

ブレークアウトポートを設定する方法の詳細については、『Cisco UCS Managerネットワーク管
理ガイド』を参照してください。

Cisco UCS Manager の概要
Cisco UCS Managerは、ファブリックインターコネクト上の組み込みソフトウェアで、Cisco UCS
システムのすべてのコンポーネントを完全に設定および管理する機能が備わっています。この設

定情報は2台のファブリックインターコネクト間で複製され、この重要な機能の高可用性ソリュー
ションを提供します。単純な作業を行うために UCS Managerにアクセスする最も一般的な方法
は、Webブラウザを使用して JavaベースのGUIを開くことです。システムに対してコマンドライ
ンまたはプログラムによる操作を行うために、コマンドラインインターフェイス（CLI）とXML
APIもシステムに含まれています。

Cisco UCS Managerの GUIでは、ロールベースアクセスコントロール（RBAC）が提供され、シ
ステムオブジェクトに対するきめ細かい管理権限を複数のユーザレベルに許可することができま

す。システム内に作成できる任意の組織構造に対応するロケールに基づいて、ユーザのアクセス

をシステムの特定の部分に制限できます。ユーザを各自のアクセスレベルや専門領域に基づい

て、「ストレージ管理者」、「サーバ機器の管理者」、または「読み取り専用」のように分類す

ることもできます。RBACを使用すると、Cisco UCS Managerの GUIの包括的な機能を柔軟かつ
安全な方法で、組織内の複数のユーザやチームの間で適切に共有できます。

Cisco UCS Managerは、すべてのソフトウェアコンポーネントとハードウェアコンポーネントの
統一された組み込み管理を可能にします。Cisco UCS Managerのすべてのインスタンスとそれに
よって管理されるすべてのコンポーネントがドメインを形成します。複数の Cisco UCSドメイン
を導入している組織向けに、Cisco UCS Centralソフトウェアは、何千台ものサーバからなる世界
中に分散された複数の Cisco UCSドメインを管理できる集中型ユーザインターフェイスを提供し
ます。Cisco UCSCentralはCisco UCSManagerと統合して、これを活用してプール、ポリシー、お
よびファームウェアのグローバル設定機能を提供しています。

設定オプション
Cisco UCSドメインは、スタンドアロン構成で単一のファブリックインターコネクトを使用する
よう設定するか、あるいはクラスタ構成でファブリックインターコネクトの冗長ペアを使用する

よう設定することができます。

クラスタ設定では、ハイアベイラビリティが提供されます。一方のファブリックインターコネク

トが使用不可能になっても、もう一方が代わりを務めます。クラスタ設定をサポートするには、

管理ポート（Mgmt0）接続が 1つだけあれば十分です。しかし、リンクレベルの冗長性を実現す
るには、両方のMgmt0ポートを接続する必要があります。

Cisco UCS Manager スタートアップガイドリリース 3.1    
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さらに、クラスタ構成では、冗長仮想インターフェイス（VIF）接続のフェールオーバーリカバ
リ時間が大幅に向上します。アダプタに、あるファブリックインターコネクトへのアクティブな

VIF接続と別の（第 2の）ファブリックインターコネクトへのスタンバイ VIF接続が存在する場
合、アクティブなVIFの学習済みMACアドレスは複製されますが、第2のファブリックインター
コネクトにはインストールされません。アクティブな VIFに障害が発生した場合、第 2のファブ
リックインターコネクトは複製されたMACアドレスをインストールし、それを Gratuitous ARP
メッセージを介してネットワークにブロードキャストして、切り替え時間を短縮します。

クラスタ構成では、管理プレーンに対してのみ冗長性が提供されます。データの冗長性はユー

ザの設定に依存するので、データの冗長性をサポートするにはサードパーティ製のツールが必

要なこともあります。

（注）
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第 2 章

システム要件

この章は、次の項で構成されています。

• システム要件の概要, 15 ページ

• ハードウェア要件, 15 ページ

• ブラウザ要件, 17 ページ

• ポート要件, 17 ページ

システム要件の概要
CiscoUCSManagerの初期設定を行う前に、次の最低限のハードウェア、ブラウザ、ポートの要件
を満たしておく必要があります。

ハードウェア要件
CiscoUCSManagerを設定する前に、次の物理的なケーブル配線の要件を満たしていることを確認
します。

Cisco UCS Manager スタートアップガイドリリース 3.1    
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Cisco UCSファブリックインターコネクトは、ブレードサーバシャーシとのすべてのケーブ
ル配線の集約ポイントとして機能します。次の図は、CiscoUCSファブリックインターコネク
トのクラスタ接続を示しています。

（注）

図 6：Cisco UCS ファブリックインターコネクトの物理的なケーブル配線

• L1および L2というラベルが付けられている統合ポートを使用して、2台のファブリックイ
ンターコネクトを接続します。これらのポートは、2台のファブリックインターコネクト間
でのクラスタ情報の複製に使用されます。データトラフィックの転送ではありません。

•各ファブリックインターコネクトと、作成したアウトオブバンドのイーサネット管理ネット
ワークまたは適切なイーサネットセグメントとの間に管理イーサネットポートを接続しま

す。ここからシステム全体の管理を行うことができます。

•各ブレードシャーシにファブリックエクステンダ（I/Oモジュール）を 2台接続して、ファ
ブリックインターコネクトへの接続性を持たせます。

•ブレードサーバシャーシから、I/Oモジュール 1台を最初のファブリックインターコネクト
に接続します。2台目の I/Oモジュールを 2台目のファブリックインターコネクトに接続し
ます。ファブリックインターコネクトを設定すると、それらは「A」および「B」のファブ
リックインターコネクトとして指定できるようになります。

I/Oモジュールごとに、1本、2本、4本、または 8本のケーブルを使用してモジュールをファ
ブリックインターコネクトに接続できます。システムの復元力とスループットのために、I/O
モジュールごとに少なくとも 2本の接続を使用することを推奨します。

（注）
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ブラウザ要件
CiscoUCSManagerを使用するには、ご使用のコンピュータが次の最小限のブラウザ要件を満たす
か、それ以上でなければなりません。

• Javaベースでアクセスする場合、Cisco UCSManagerでは Java Runtime Environment 1.6以降が
必要です。

Macユーザ：Javaバージョン 1.8u40を使用している場合、Cisco UCS Manager
は正常に機能しません。

注意

• Cisco UCS ManagerではWeb Startが使用され、次のブラウザがサポートされます。

• Microsoft Internet Explorer 9.0以降◦

◦ Mozilla Firefox 7.0以降

◦ Google Chrome 14.0以降

HTML-5 UIはブラウザごとにユーザセッションを 1つサポートします。注意

ポート要件

ハードウェアおよびソフトウェアの要件

CiscoUCS 6332ポートおよびCiscoUCS 6332-16UPポートは、CiscoUCS 6300シリーズファブリッ
クインターコネクトと Cisco UCS Manager 3.1の組み合わせでサポートされます。

ポートチャネルの要件

同じ速度のポートはポートチャネルで設定できます。ポートチャネルは、速度の違いにより、ブ

レイクアウトと標準ポートの両方を持つことはできません。
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第 3 章

初期設定

この章は、次の項で構成されています。

• 初期設定の概要, 19 ページ

• コンソールの設定, 20 ページ

• 管理ポリシーの設定, 29 ページ

• 機器ポリシーの設定, 30 ページ

• ユニファイドポートの設定, 30 ページ

• ファブリックインターコネクトサーバポートの設定, 30 ページ

• LAN接続の設定, 31 ページ

• SAN接続の設定, 31 ページ

• ワークロードの定義, 31 ページ

初期設定の概要
Cisco UCS Managerの初期設定を開始する前に、このガイドの「Cisco Unified Computing Systemの
基本事項」および「システム要件」を参照してください。
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Cisco UCS Managerの初期設定には次の手順が含まれます。

図 7：Cisco UCS Manager の初期設定の概要

1 コンソールの設定：この手順では、シリアルコンソールを使用して Cisco UCSManagerを起動
します。ファブリックインターコネクトで初期設定ウィザードを実行し、管理用サブネットに

3つの IPアドレスを割り当てます。各ファブリックインターコネクトに 1つずつと、Cisco
UCS Managerのインスタンスを定義および管理する仮想 IPインターフェイスに 1つです。こ
の手順の詳細については、を参照してください。コンソールの設定, （20ページ）

2 管理ポリシーの設定：この手順では、DNSサーバ、NTP、タイムゾーンなどの管理ポリシー
を設定します。これらはすべてのコンポーネントが正しく機能するために必要です。この手順

の詳細については、管理ポリシーの設定, （29ページ）を参照してください。

3 機器ポリシーの設定：この手順では、Cisco UCS Managerで機器ポリシーを設定して、シャー
シディスカバリを実行します。シャーシディスカバリポリシーでは、I/Oモジュールとファ
ブリックインターコネクト間の最小限の接続数を指定します。この値は明示的に設定する必要

があります。この手順の詳細については、を参照してください。機器ポリシーの設定, （30
ページ）

4 ユニファイドポートの設定：この手順では、プライマリと従属のファブリックインターコネ

クトでユニファイドポートを設定します。ユニファイドポートの設定, （30ページ）

5 ファブリックインターコネクトポートの設定：この手順では、ファブリックインターコネク

トサーバポートを設定します。この手順の詳細については、ファブリックインターコネクト

サーバポートの設定, （30ページ）を参照してください。
6 LAN接続の設定：この手順では、ファブリックインターコネクトから最初のLAN接続を確立
します。この手順の詳細については、LAN接続の設定, （31ページ）を参照してください。

7 SAN接続の設定：この手順では、ファブリックインターコネクトから最初の SAN接続を確立
します。この手順の詳細については、 SAN接続の設定, （31ページ）を参照してください。

8 ワークロードの定義：初期設定が終了した後、ワークロードを定義できます。この手順の詳細

については、ワークロードの定義, （31ページ）を参照してください。

コンソールの設定
CiscoUCSファブリックインターコネクトの初期設定は、コンソール接続を使用して実行します。
単一ドメイン内のファブリックインターコネクト間では、Cisco UCS Managerのバージョンを同
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一にする必要があります。サポートされているファームウェアバージョンを確認するには、最新

の『Cisco UCS Managerリリースノート』および『ファームウェア管理ガイド』を参照してくだ
さい。

はじめる前に

開始する前に、コンソール設定で必要な次の情報を収集しておきます。

•システム名

• adminアカウントのパスワード。CiscoUCSManagerのパスワードのガイドラインに適合する
強力なパスワードを選択します。このパスワードは空にできません。

•管理ポート IPv4およびサブネットマスク、または IPv6アドレスとプレフィックス。

•デフォルトゲートウェイ IPv4アドレスまたは IPv6アドレス。

• DNSサーバの IPv4または IPv6アドレス（任意）。

•システムのドメイン名（任意）。

インストール方法

GUIまたは CLIを使用して Cisco UCS Managerを設定できます。

参照先インストール方法

GUIによるプライマリファブリックインター
コネクトの設定, （21ページ）

GUI

CLIによるプライマリファブリックインターコ
ネクトの設定, （25ページ）

CLI

ファブリックインターコネクトの設定

ファブリックインターコネクトの初期設定は、コンソール接続を使用して実行します。単一ドメ

イン内のファブリックインターコネクト間では、Cisco UCS Managerのバージョンを同一にする
必要があります。サポートされているファームウェアバージョンを確認するには、最新の『Cisco
UCS Managerリリースノート』および『ファームウェア管理ガイド』を参照してください。

GUI によるプライマリファブリックインターコネクトの設定

手順

ステップ 1 コンソールポートに接続します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトの電源を入れます。
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ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストのメッセージが表示され

ます。

ステップ 3 インストール方式プロンプトに guiと入力します。

ステップ 4 システムが DHCPサーバにアクセスできない場合は、次の情報を入力するよう求められます。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4アドレスまたは IPv6アドレス。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4サブネットマスクまたは IPv6プレフィッ
クス。

•ファブリックインターコネクトに割り当てられたデフォルトゲートウェイの IPv4または
IPv6アドレス。

クラスタ設定では、設定時に両方のファブリックインターコネクトに同じ管理インター

フェイスのアドレスタイプを割り当てる必要があります。

（注）

ステップ 5 プロンプトから、WebブラウザにWebリンクをコピーし、Cisco UCS Manager GUI起動ページに
移動します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUI起動ページで [Express Setup]を選択します。

ステップ 7 [Express Setup]ページで [Initial Setup]を選択し、[Submit]をクリックします。

ステップ 8 [Cluster and Fabric Setup]領域で、以下の操作を行います。
a) [Enable Clustering]オプションをクリックします。
b) [Fabric Setup]オプションに対して [Fabric A]を選択します。
c) [Cluster IP Address]フィールドに、Cisco UCS Managerで使用する IPv4アドレスまたは IPv6ア
ドレスを入力します。

ステップ 9 [System Setup]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

Cisco UCSドメインに割り当てる名前。

スタンドアロン設定では、システム名に「-A」
が追加されます。クラスタ設定では、ファブ

リック Aに割り当てられたファブリックイン
ターコネクトに「-A」が、ファブリックBに割
り当てられたファブリックインターコネクトに

「-B」が追加されます。

[System Name]フィールド

ファブリックインターコネクト上の Adminア
カウントに使用されるパスワード。

Cisco UCS Managerのパスワードのガイドライ
ンに適合する強力なパスワードを選択します。

このパスワードは空にできません。

[Admin Password]フィールド

ファブリックインターコネクト上の Adminア
カウントに使用されるパスワード。

[Confirm Admin Password]フィールド
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説明フィールド

ファブリックインターコネクトの管理ポートの

スタティック IPv4または IPv6アドレス。
[Mgmt IP Address]フィールド

ファブリックインターコネクトの管理ポートの

IPv4サブネットマスクまたは IPv6プレフィク
ス。

[Mgmt IP Address]フィールドに入力
したアドレスタイプに基づいて、シ

ステムから [Mgmt IP Netmask]または
[Mgmt IP Prefix]への入力が求められ
ます。

（注）

[Mgmt IP Netmask]フィールドまたは [Mgmt IP
Prefix]フィールド

ファブリックインターコネクト上の管理ポート

に割り当てられるデフォルトゲートウェイの

IPv4または IPv6アドレス。

[Mgmt IP Address]フィールドに入力
したアドレスタイプに基づいて、シ

ステムから [Default Gateway]アドレ
スタイプへの入力が求められます。

（注）

[Default Gateway]フィールド

ファブリックインターコネクトに割り当てられ

る DNSサーバの IPv4または IPv6アドレス。
[DNS Server IP]フィールド

ファブリックインターコネクトが存在するドメ

インの名前。

[Domain Name]フィールド

ステップ 10 [Submit]をクリックします。
セットアップ操作の結果がページに表示されます。

GUI による従属ファブリックインターコネクトの設定

手順

ステップ 1 コンソールポートに接続します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトの電源を入れます。
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ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストのメッセージが表示され

ます。

ステップ 3 インストール方式プロンプトに guiと入力します。

ステップ 4 システムが DHCPサーバにアクセスできない場合は、次の情報を入力するよう求められます。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4アドレスまたは IPv6アドレス

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4サブネットマスクまたは IPv6プレフィッ
クス

•ファブリックインターコネクトに割り当てられたデフォルトゲートウェイの IPv4アドレス
または IPv6アドレス

クラスタ設定では、設定時に両方のファブリックインターコネクトに同じ管理インター

フェイスのアドレスタイプを割り当てる必要があります。

（注）

ステップ 5 プロンプトから、WebブラウザにWebリンクをコピーし、Cisco UCS Manager GUI起動ページに
移動します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUI起動ページで [Express Setup]を選択します。

ステップ 7 [Express Setup]ページで [Initial Setup]を選択し、[Submit]をクリックします。
ファブリックインターコネクトは、第 1ファブリックインターコネクトの設定情報を検出しま
す。

ステップ 8 [Cluster and Fabric Setup]領域で、以下の操作を行います。
a) [Enable Clustering]オプションを選択します。
b) [Fabric Setup]オプションに対して [Fabric B]が選択されていることを確認します。

ステップ 9 [System Setup]領域の [Admin Password of Master]フィールドに Adminアカウントのパスワードを
入力します。

[Manager Initial Setup]領域が表示されます。

ステップ 10 [Manager Initial Setup]領域で表示されるフィールドは、第 1ファブリックインターコネクトを IPv4
または IPv6のどちらの管理アドレスで設定したかによって異なります。次のように、設定に適し
たフィールドに入力します。

説明フィールド

ローカルファブリックインターコネクトの

Mgmt0インターフェイスの IPv4アドレスを入
力します。

[Peer FI is IPv4 Cluster enabled. Please Provide Local
Fabric InterconnectMgmt0 IPv4Address]フィール
ド

ローカルファブリックインターコネクトの

Mgmt0インターフェイスの IPv6を入力します。
[Peer FI is IPv6 Cluster Enabled. Please Provide Local
Fabric InterconnectMgmt0 IPv6Address]フィール
ド

ステップ 11 [Submit]をクリックします。
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セットアップ操作の結果がページに表示されます。

CLI によるプライマリファブリックインターコネクトの設定

手順

ステップ 1 コンソールポートに接続します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトの電源を入れます。

ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストメッセージが表示されま

す。

ステップ 3 設定されていないシステムがブートすると、使用する設定方法の入力を要求するプロンプトが表

示されます。consoleと入力して、コンソール CLIを使用した初期設定を続行します。

ステップ 4 初期システム設定として続行するために、setupと入力します。

ステップ 5 初期設定の続行を確定するために、yを入力します。

ステップ 6 adminアカウントのパスワードを入力します。

ステップ 7 確認のために、adminアカウントのパスワードを再入力します。

ステップ 8 クラスタ設定の初期設定を続行するために yesを入力します。

ステップ 9 ファブリックインターコネクトのファブリックを入力します（Aまたは B）。

ステップ 10 システム名を入力します。

ステップ 11 ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4または IPv6アドレスを入力します。
IPv4アドレスを入力する場合は、IPv4サブネットマスクを入力するよう求められます。IPv6アド
レスを入力する場合は、IPv6ネットワークプレフィックスを入力するよう求められます。

ステップ 12 各 IPv4サブネットマスク、または IPv6ネットワークプレフィックスを入力し、Enterキーを押し
ます。

ファブリックインターコネクトの管理ポート用に入力したアドレスタイプによって、デフォルト

ゲートウェイの IPv4または IPv6アドレスを求められます。

ステップ 13 次のいずれかを入力します。

• IPv4 address of the default gateway

•デフォルトゲートウェイの IPv6アドレス

ステップ 14 DNSサーバの IPアドレスを指定する場合は yesを入力し、指定しない場合は noを入力します。

ステップ 15 （任意） DNSサーバの IPv4または IPv6アドレスを入力します。
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アドレスタイプはファブリックインターコネクトの管理ポートのアドレスタイプと同じである

必要があります。

ステップ 16 デフォルトのドメイン名を指定する場合は yesを入力し、指定しない場合は noを入力します。

ステップ 17 （任意） デフォルトドメイン名を入力します。

ステップ 18 設定の要約を確認し、yesと入力して設定を保存および適用するか、noと入力して設定ウィザー
ドを再びやり直し、設定を一部変更します。

設定ウィザードのやり直しを選択した場合は、以前に入力した値が角カッコで囲まれて表示され

ます。以前に入力した値をそのまま使用する場合は、Enterを押します。

次に、コンソールおよび IPv4管理アドレスを使用してクラスタ設定の最初のファブリックイン
ターコネクトをセットアップする例を示します。

Enter the installation method (console/gui)? console
Enter the setup mode (restore from backup or initial setup) [restore/setup]? setup
You have chosen to setup a new switch. Continue? (y/n): y
Enter the password for "admin": adminpassword%958
Confirm the password for "admin": adminpassword%958
Do you want to create a new cluster on this switch (select 'no' for standalone setup or if
you want this switch to be added to an existing cluster)? (yes/no) [n]: yes
Enter the switch fabric (A/B): A
Enter the system name: foo
Mgmt0 IPv4 address: 192.168.10.10
Mgmt0 IPv4 netmask: 255.255.255.0
IPv4 address of the default gateway: 192.168.10.1
Virtual IPv4 address: 192.168.10.12
Configure the DNS Server IPv4 address? (yes/no) [n]: yes
DNS IPv4 address: 20.10.20.10

Configure the default domain name? (yes/no) [n]: yes
Default domain name: domainname.com

Join centralized management environment (UCS Central)? (yes/no) [n]: no
Following configurations will be applied:
Switch Fabric=A
System Name=foo
Management IP Address=192.168.10.10
Management IP Netmask=255.255.255.0
Default Gateway=192.168.10.1
Cluster Enabled=yes
Virtual Ip Address=192.168.10.12
DNS Server=20.10.20.10
Domain Name=domainname.com

Apply and save the configuration (select 'no' if you want to re-enter)? (yes/no): yes

次に、コンソールおよび IPv6管理アドレスを使用してクラスタ設定の最初のファブリックイン
ターコネクトをセットアップする例を示します。

Enter the installation method (console/gui)? console
Enter the setup mode (restore from backup or initial setup) [restore/setup]? setup
You have chosen to setup a new switch. Continue? (y/n): y
Enter the password for "admin": adminpassword%652
Confirm the password for "admin": adminpassword%652
Do you want to create a new cluster on this switch (select 'no' for standalone setup or if
you want this switch to be added to an existing cluster)? (yes/no) [n]: yes
Enter the switch fabric (A/B): A
Enter the system name: foo
Mgmt0 address: 2001::107
Mgmt0 IPv6 prefix: 64
IPv6 address of the default gateway: 2001::1
Configure the DNS Server IPv6 address? (yes/no) [n]: yes
DNS IP address: 2001::101

Configure the default domain name? (yes/no) [n]: yes
Default domain name: domainname.com
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Join centralized management environment (UCS Central)? (yes/no) [n]: no
Following configurations will be applied:
Switch Fabric=A
System Name=foo
Enforced Strong Password=no
Physical Switch Mgmt0 IPv6 Address=2001::107
Physical Switch Mgmt0 IPv6 Prefix=64
Default Gateway=2001::1
Ipv6 value=1
DNS Server=2001::101
Domain Name=domainname.com

Apply and save the configuration (select 'no' if you want to re-enter)? (yes/no): yes

CLI による従属ファブリックインターコネクトの設定
この手順は、管理ポートに対し IPv4または IPv6アドレスを使用して第2のファブリックインター
コネクトをセットアップする方法について説明します。

手順

ステップ 1 コンソールポートに接続します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトの電源を入れます。

ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストメッセージが表示されま

す。

ステップ 3 設定されていないシステムがブートすると、使用する設定方法の入力を要求するプロンプトが表

示されます。consoleと入力して、コンソール CLIを使用した初期設定を続行します。
ファブリックインターコネクトによって、クラスタ内のピアファブリックインターコ

ネクトが検出されます。検出されなかった場合は、L1ポートとL2ポート間の物理接続
を調べ、ピアファブリックインターコネクトがクラスタ設定でイネーブルになってい

ることを確認します。

（注）

ステップ 4 yと入力して、従属ファブリックインターコネクトをクラスタに追加します。

ステップ 5 ピアファブリックインターコネクトの管理パスワードを入力します。

ステップ 6 従属ファブリックインターコネクト上の管理ポートの IPアドレスを入力します。

ステップ 7 設定の要約を確認し、yesと入力して設定を保存および適用するか、noと入力して設定ウィザー
ドを再びやり直し、設定を一部変更します。

設定ウィザードのやり直しを選択した場合は、以前に入力した値が角カッコで囲まれて表示され

ます。以前に入力した値をそのまま使用する場合は、Enterを押します。

次に、ピアのコンソールおよび IPv4アドレスを使用してクラスタ設定の第 2のファブリックイン
ターコネクトをセットアップする例を示します。

Enter the installation method (console/gui)? console
Installer has detected the presence of a peer Fabric interconnect. This Fabric interconnect
will be added to the cluster. Continue (y/n) ? y
Enter the admin password of the peer Fabric Interconnect: adminpassword%958
Peer Fabric interconnect Mgmt0 IPv4 Address: 192.168.10.11
Apply and save the configuration (select 'no' if you want to re-enter)? (yes/no): yes
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次に、ピアのコンソールおよび IPv6アドレスを使用してクラスタ設定の第 2のファブリックイン
ターコネクトをセットアップする例を示します。

Enter the installation method (console/gui)? console
Installer has detected the presence of a peer Fabric interconnect. This Fabric interconnect
will be added to the cluster. Continue (y/n) ? y
Enter the admin password of the peer Fabric Interconnect: adminpassword%958
Peer Fabric interconnect Mgmt0 IPv6 Address: 2001::107
Apply and save the configuration (select 'no' if you want to re-enter)? (yes/no): yes

コンソール設定の確認

両方のファブリックインターコネクトの設定が確実に行われていることを確認するために、SSH
を使用してファブリックインターコネクトにログインしたり、CLIを使用してクラスタの状態を
確認したりすることができます。

クラスタの状態を確認するには、次のコマンドを使用します。

出力の例目的コマンド

次の例の表示では、両方のファ

ブリックインターコネクトが

Up状態、HAが Ready状態、
ファブリックインターコネク

ト Aがプライマリロール、
ファブリックインターコネク

ト Bが従属ロールです。
UCS-A# show cluster state
Cluster Id:
0x4432f72a371511de-0xb97c000de1b1ada4

A: UP, PRIMARY
B: UP,
SUBORDINATE HA READY

ハイアベイラビリティクラス

タの両方のファブリックイン

ターコネクトの動作状態および

リーダーシップロールを表示

します。

show cluster state

   Cisco UCS Manager スタートアップガイドリリース 3.1
28

初期設定

コンソール設定の確認



出力の例目的コマンド

次に、クラスタの状態を詳細に

表示する例を示します。
UCSC# show cluster
extended-state
0x2e95deacbd0f11e2-0x8ff35147e84f3de2Start
time: Thu May 16 06:54:22
2013Last election time: Thu
May 16 16:29:28 2015System
Management
Viewing the Cluster State
A: UP, PRIMARY
B: UP, SUBORDINATE

A: memb state UP, lead state
PRIMARY, mgmt services
state: UP
B: memb state UP, lead state
SUBORDINATE,
mgmt services state: UP
heartbeat state PRIMARY_OK
HA READY
Detailed state of the device
selected for HA quorum data:

Device 1007, serial:
a66b4c20-8692-11df-bd63-1b72ef3ac801,
state: active
Device 1010, serial:
00e3e6d0-8693-11df-9e10-0f4428357744,
state: active
Device 1012, serial:
1d8922c8-8693-11df-9133-89fa154e3fa1,
state: active

クラスタの状態を詳細に表示し

ます。通常は問題をトラブル

シューティングする場合に使用

します。

show cluster extended-state

管理ポリシーの設定
初期設定が完了した後、障害、イベント、ユーザ、外部ディレクトリサービス、通信サービス、

およびライセンスなど、グローバルシステム管理設定を設定します。

各管理ポリシーの設定方法に関する具体的なガイダンスについては、次の表を参照してください。

参照先タスク

『Cisco UCS Managerインフラストラクチャ管
理ガイド』

Add DNS Servers

『Cisco UCS Manager管理ガイド』Time Zone Management

『Cisco UCS Managerインフラストラクチャ管
理ガイド』

Cisco UCS Centralへの登録

『Cisco UCS Managerインフラストラクチャ管
理ガイド』

User Management

Cisco UCS Manager スタートアップガイドリリース 3.1    
29

初期設定

管理ポリシーの設定



参照先タスク

『Cisco UCS Manager管理ガイド』通信管理

『Cisco UCS Manager管理ガイド』キー管理（オプション）

『Cisco UCS Manager管理ガイド』ライセンス管理

機器ポリシーの設定
管理ポリシーを設定した後、シャーシ/FEXディスカバリポリシー、電源ポリシー、MACアドレ
ス変更ポリシー、および SELポリシーなどの機器ポリシーを設定します。

各機器ポリシーの設定方法に関する具体的なガイダンスについては、次の表を参照してください。

参照先タスク

『Cisco UCS Managerインフラストラクチャ管
理ガイド』

シャーシ/FEXディスカバリポリシー、電力ポ
リシー、情報ポリシーなどのグローバルポリ

シーの設定

『Cisco UCS Manager管理ガイド』SELポリシーの設定

ユニファイドポートの設定
機器ポリシーを設定した後、ユニファイドポートを有効にします。ユニファイドポートは、最初

にプライマリファブリックインターコネクト上で設定し、次に従属ファブリックインターコネ

クト上で設定することを推奨します。

ユニファイドポートを設定する方法の具体的なガイダンスについては、次の表を参照してくださ

い。

参照先タスク

『Cisco UCSネットワーク管理ガイド』ユニファイドポートの設定

ファブリックインターコネクトサーバポートの設定
ユニファイドポートを設定した後、ファブリックインターコネクトポートを有効にします。
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ファブリックインターコネクトサーバポートを設定する方法の具体的なガイダンスについては、

次の表を参照してください。

参照先タスク

『CiscoUCSManagerネットワーク管理ガイド』ファブリックインターコネクトサーバポート

の設定

LAN 接続の設定
ファブリックインターコネクトサーバポートを設定した後、ファブリックインターコネクト

イーサネットポートを有効にして、LAN接続の初期設定を実行します。

LAN接続を設定する方法の具体的なガイダンスについては、次の表を参照してください。

参照先タスク

『CiscoUCSManagerネットワーク管理ガイド』ファブリックインターコネクトイーサネット

ポートの設定

SAN 接続の設定
LAN接続を設定した後、ファブリックインターコネクト FCポートを有効にして、SAN接続の初
期設定を実行します。

SAN接続を設定する方法の具体的なガイダンスについては、次の表を参照してください。

参照先タスク

『Cisco UCS Managerストレージ管理ガイド』ファブリックインターコネクト FCポートの設
定

ワークロードの定義
CiscoUCSManagerの初期設定が完了したら、推奨順序で次の手順を実行し、ワークロードを定義
します。
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参照先説明ステップ

『Cisco UCS Manager管理ガイ
ド』

Cisco UCSの組織構造により、
Cisco UCSリソースの階層設定
が容易になります。組織は、ポ

リシー、プール、サービスプ

ロファイルに対して作成できま

す。どのリソースカテゴリで

も、デフォルト組織は「ルー

ト」です。必要に応じて、ルー

ト組織の下に複数のサブ組織を

作成できます。また、サブ組織

の下にネストしたサブ組織を作

成することもできます。

組織階層の定義

『Cisco UCS Managerネット
ワーク管理ガイド』

Cisco UCS Managerのプール
は、vNICや vHBAなどのデバ
イスの一意の IDやリソースを
抽象化するために使用します。

また、サーバプールでは類似

したサーバの特性に基づいてグ

ループ内のサーバを割り当てる

ことができます。

プールの定義

『Cisco UCS Managerネット
ワーク管理ガイド』

Cisco UCSには、ハイパーバイ
ザを含む大部分のオペレーティ

ングシステムに向けたアダプ

タポリシーが定義されていま

す。これらの定義済みのポリ

シー設定は、アダプタの最適な

パフォーマンスを引き出すため

のものです。

アダプタの設定

『Cisco UCS Managerサーバ管
理ガイド』

Cisco UCS Managerのサーバポ
リシーの設定には、BIOSポリ
シー、ローカルディスク設定

ポリシー、IPMIアクセスポリ
シー、サーバ自動構成などの

サーバ関連のポリシーが含まれ

ます。

サーバポリシーの設定
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参照先説明ステップ

『Cisco UCS Managerサーバ管
理ガイド』

CiscoUCSサービスプロファイ
ルテンプレートは、同じよう

な特性を持つ複数のサービス

プロファイルを作成するために

使用します。

サービスプロファイルテンプ

レートの設定
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第 4 章

付録

この章は、次の項で構成されています。

• 推奨事項とベストプラクティス, 35 ページ

• 設定例, 39 ページ

• 用語集, 39 ページ

推奨事項とベストプラクティス

Pools
プールは、ハードウェアリソースを一意に識別するための基本となるビルディングブロックで

す。UCS管理モデルの基盤として、サービスプロファイルをブレードに関連付けることができ、
また完全に同一の IDとプレゼンテーションをアップストリームLANや SANに提供します。ベス
トプラクティスに使用されるプールには、次の 3つのセットがあります。

• WWNNおよびWWPNプール：サーバのファイバチャネルリソースの一意の IDを提供しま
す（ファイバチャネルノードおよびポート）。

• MACアドレスプール：ネットワークインターフェイスポートの一意の IDを提供します。

• UUIDプール：シリアル番号やサービスタグと同様の IDを提供します。

Cisco UCS Manager GUIでは、これらのプールは機能別に整理されています。[Server]タブで管理
するUUIDプール、[SAN]タブで管理するWWNNプールとWWPNプール、そして [LAN]タブで
管理するMACアドレスプールです。

標準的な方法としては、プールを定義して使用します。次の状態を確認してください。

• UUIDプールはサービスプロファイルを作成するときに参照します。

• MACアドレスプールは、vNICを作成するときに参照します。
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• WWNNプールはサービスプロファイルを作成するときに参照します。

• WWPNプールは vHBAを作成するときに参照します。

同様に、プールは対応するテンプレートオブジェクト（vNIC、vHBA、およびサービスプロファ
イル）を作成するときにも参照します。プール管理を考慮すると、トレードオフも存在します。

多くの環境では、それぞれのデフォルトプールを設定して使用することが最も簡潔で十分です。

あるいは「MAC-A」や「WWPN-B」などのドメイン規模のプールを作成します。このアプローチ
によって、設定および管理が必要なオブジェクトの数が減ります。別の方法として、テナントご

とまたはアプリケーションごとに異なるプールを自由に設定できます。このアプローチでは、テ

ナントやアプリケーションなどに対して、より具体的なアイデンティティを管理したり、より詳

細なトラフィックモニタリングをしたりすることができます。

ポリシー

ポリシーとはルールを適用する最も重要なメカニズムであり、一貫性と再現性を確実にすること

ができます。包括的なポリシーセットを定義して使用すると、一貫性、制御性、予測可能性、自

動化機能が向上します。以下の項では、さまざまなポリシーに関連するベストプラクティスにつ

いて説明します。

ブートポリシー

ブートポリシーではサーバのブート方法を決定し、ブートデバイス、方法、ブート順序を指定し

ます。

SANブートの従来の使用方法では、SANブートを実行するサーバごとに手動設定が必要です。通
常、SANブートを必要とするサーバが 100台あれば、100台のサーバを手動で個別に設定する必
要があります。Cisco UCSではこの扱いにくいモデルを転換させて、SANブートを行うサーバの
数に関係なく、SANブートイメージを提供するストレージアレイの数に比例して設定が必要に
なるようにしました。ブートポリシーが 1つあって、シングルストレージアレイのWWPNが設
定されていれば、これを任意の数のサーバから参照および再利用することができ、他の手動設定

が不要になります。

CiscoUCSの可用性に関する本質的な価値の多くは、SANブートに関係しています。したがって、
サービスアベイラビリティを向上させるには、ブートポリシーで SANブートを使用することを
ベストプラクティスとして最も強く推奨します。

ブートポリシーについては、次のベストプラクティスを参照してください。

•緊急の場合とリカバリモードで起動する場合には、ブート順序で CD-ROMを第一位としま
す。

• SANブートの場合は、ブート LUNを提供するストレージアレイごとにブートポリシーを分
けて定義します。

•ネットワークブートの場合は、ブート順序はSANまたはローカルブートに続けて、vNICデ
バイスを最後として定義します。これは OSが事前にインストールされていない場合のネッ
トワークブートおよびインストールでのみ使用できます。
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ホストファームウェアポリシー

ホストファームウェアポリシーは、先に説明したように、BIOS、アダプタROM、ローカルディ
スクコントローラの正規またはよく知られているバージョンを、論理サービスプロファイルと関

連付けるために使用します。ベストプラクティスは、CiscoUCSManagerのインフラストラクチャ
とサーバソフトウェアのリリースに対応する最新のパッケージに基づいたポリシーを 1つ作成
し、作成したすべてのサービスプロファイルおよびテンプレートでそのホストファームウェア

パッケージを参照することです。このベストプラクティスは、他のブレードではサービスプロ

ファイルの再関連付けを引き起こす可能性のある物理サーバの障害とは無関係に、サーバの最低

レベルのファームウェアのバージョンの一貫性を維持するのに役立ちます。

メンテナンスポリシー

メンテナンスポリシーは、サービスに影響を及ぼす、あるいはサーバのリブートを必要とする設

定変更を Cisco UCS Managerでどのように処理するかを指定します。メンテナンスポリシーの値
は「immediate」、「userack」、または「timer automatic」です。ベストプラクティスは、「default」
ポリシーを使用せず、「user-ack」または「timer automatic」のメンテナンスポリシーを作成およ
び使用して、これらを常にサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレート定

義の要素とすることです。

ローカルディスクポリシー

ローカルディスクポリシーでは、ブレード上のローカルディスクの設定方法を指定します。ベ

ストプラクティスは、SANブート環境にローカルストレージを指定しないようにして、インス
トール中にローカルディスクがホスト OSに提示されたときに、サービスプロファイルの関連付
け時の問題を予防することです。さらに確実性を高めるために、ブレード（特にOSのインストー
ルに使用するブレード）からローカルディスクを完全に取り外すことができます。

スクラブポリシー

スクラブポリシーでは、サービスプロファイルの関連付けが解除されたときに、ローカルディ

スクおよび BIOSで何が発生するかを決定します。デフォルトポリシーはスクラブではありませ
ん。ベストプラクティスは、ローカルディスクのスクラビング処理を行うポリシーを設定するこ

とです。特にサービスプロバイダーやマルチテナントのユーザ、ローカルディスクへのネット

ワークインストールを使用している環境に適しています。

BIOS ポリシー
BIOSポリシーでは、通常は起動時にコンソールからのみアクセスできる特殊な CPU設定を制御
できます。VMwareや CPUによる Intel Virtualization Technologyのサポートに依存する仮想環境で
は、対応するポリシーを作成すると、サーバのプロビジョニング時に必要な手動操作を排除する

ことができます。同様に、IntelTurboBoostまたはHyper-Threadingの影響を受けやすいアプリケー
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ションには、専用のBIOSポリシーを参照させることができます。また、「QuietBoot」を「無効」
に設定すると、トラブルシューティングに役立つ診断メッセージが表示されるようになります。

Templates
テンプレートについては、次のベストプラクティスを参照してください。

• Cisco UCS Manager GUIでは、サービスプロファイルテンプレートを作成する際にエキス
パートモードを使用して、制御性と定義のレベルを最適化します。

•テンプレートを作成するときには、事前に定義した従属プールとポリシーを参照します。

vNIC テンプレートと vHBA テンプレート

再利用可能な vNICテンプレートと vHBAテンプレートを作成します。このテンプレートでは、
終端は名前（「fc0-A」など）または広く受け入れられている規則（A側に偶数インターフェイ
ス、B側に奇数インターフェイスなど）で反映されます。vNICテンプレートはVLANマッピング
などの重要なセキュリティ定義が含まれるアプリケーション固有のネットワークプロファイルと

見なす必要があります。

Service Profile Templates

サービスプロファイルテンプレートは、アプリケーション、サービス、オペレーティングシス

テムのクラス、タイプ、バージョンの定義として使用します。

モニタリング

Cisco UCSには、syslogや Simple Network Management Protocol（SNMP）と、関連するMIBs8（get
および fault trapsのみ、setなし）など、ヘルスモニタリング方法の標準セットが用意されていま
す。Cisco UCSのモニタリングのベストプラクティスは、SCOM、OpenView、BPPMなどの既存
の方式やフレームワークで、既によく知っているものを使用することです。

ネットワークの可用性

ネットワークの可用性のためには、ハードウェアフェールオーバーを使用するか、NICチーミン
グ（またはボンディング）を使用します。ただし両方を同時に使用しないでください。vNICおよ
び vHBAテンプレートを定義すると、[Use LAN (or SAN) Connectivity Template]を選択してエキス
パートモードのサービスプロファイルを作成する際に参照できます。

設定のバックアップ

CiscoUCSの設定は簡単にバックアップできるため、GUIまたは自動スクリプトから定期的にバッ
クアップする必要があります。バックアップには次の 4つのタイプがあります。
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説明タイプ

ディザスタリカバリの一環として、システム全

体の復元に使用します。

Full State

ロール、CallHome、通信サービス、および分散
仮想スイッチ。

システム設定

サービスプロファイル、VLAN、VSAN、プー
ル、ポリシー、およびテンプレート

論理構成

論理構成とシステム設定すべての構成

論理構成とすべての構成のバックアップの場合は、CiscoUCSManagerの ID保存機能を選択して、
実際のMACアドレス、WWN、UUID値を保存します。それ以外の場合は、バックアップでは実
際の IDではなく論理プール名だけを参照します。設定のバックアップに関連するベストプラク
ティスを次に示します。

•規定されている復元のために各ドメインをバックアップする場合には、ID保存機能を使用し
ます（同じサイトまたはドメイン、または正確なリカバリサイトまたはドメイン）。

•「ゴールド UCSMドメイン設定」テンプレートを作成する際には、ID保存機能は使用しな
いでください。

設定例
CiscoUCSManagerの設定例については、設定例とテクニカルノート [英語]を参照してください。

用語集
AD

Active Directory。分散型のディレクトリサービス。

アダプタポートチャネル

Cisco UCS仮想インターフェイスカード（VIC）から IOMへのすべての物理リンクを 1つ
の論理リンクにグループ化するチャネル。

BIOS

基本入出力システム。コンピュータシステムにおいて、電源投入時セルフテストを実行し、

システムのブートプロセスでマスターブートレコードを探してロードします。

Cisco UCS Manager スタートアップガイドリリース 3.1    
39

付録

設定例

http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-manager/products-configuration-examples-list.html


DNS

Domain Name System（ドメインネームシステム）。ホスト名を対応する IPアドレスに変換
するためにインターネット全体で使用されるアプリケーション層プロトコル。

ダイナミック FCoE

リーフ/スパイン型のデータセンターのスイッチングアーキテクチャ全体にFCoEトラフィッ
クをオーバーレイする機能。ダイナミックFCoEは、その最初のインスタンス化において、
Cisco FabricPathネットワーク上でコンバージド方式で FCoEを実行できるようにします。

イーサネットポート

あらゆるイーサネットノードの接続口を表す一般的な用語。通常はイーサネット NICや
LANスイッチにあり、イーサネットケーブルを接続できます。

ファブリックポートチャネル

Cisco UCSファブリックインターコネクトで定義されているファイバチャネルアップリン
ク。ポートチャネルとして一緒にバンドルおよび設定されており、帯域幅と冗長性が向上

します。

FCoE

Fibre Channel over Ethernet。イーサネットネットワーク上でファイバチャネルのフレームを
カプセル化するコンピュータネットワークテクノロジー。これによって、ファイバチャネ

ルプロトコルの特性を維持したまま、ファイバチャネルで10ギガビットイーサネットネッ
トワーク（またはそれ以上の速度）を使用できます。この仕様は 2009年に公開された情報
技術規格国際委員会 T11 FC-BB-5規格の一部です。FCoEではファイバチャネルを直接イー
サネットにマップし、イーサネットの転送方式に依存しません。

ハイパーバイザ

複数のオペレーティングシステム（ゲストオペレーティングシステムと呼ばれる）で 1台
の物理サーバを共有できるようにするソフトウェア。ゲストオペレーティングシステムは

仮想マシン内で実行され、基盤となっているサーバの物理リソースへのアクセスが公平にス

ケジュールされます。

IPアドレス（IPバージョン 4）

IPバージョン4（IPv4）。TCP/IPを使用するホストに割り当てられる32ビットのアドレス。
各アドレスはネットワーク番号、オプションのサブネットワーク番号、およびホスト番号で

構成されます。ルーティングにはネットワーク番号とサブネットワーク番号を組み合わせて

使用し、ネットワーク内またはサブネットワーク内の個別のホストのアドレス指定にはホス

ト番号を使用します。
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IPアドレス（IPバージョン 6）

IPバージョン 6（IPv6）。TCP/IPを使用するホストに割り当てられる 128ビットのアドレ
ス。アドレスにはさまざまな形式を使用しますが、一般的にはIPv4ネットワーク、サブネッ
ト、およびアドレスのホスト部分に対応するルーティングプレフィックス、サブネット、

インターフェイス IDを使用します。

KVM

キーボード、ビデオ、およびマウス

LAN

ローカルエリアネットワーク住宅、学校、コンピュータルーム、オフィスビルなどの限定

されたエリアにおいて、ネットワークメディアを使用してコンピュータを相互接続するコ

ンピュータネットワーク。LANの特性の定義は、ワイドエリアネットワーク（WAN）と
は対照的に、小規模な地理的エリアを取り込むものであり、専用通信回線は範囲外になりま

す。

Logical unit number（論理ユニット番号）

Logical Unit Number。論理ユニット番号。コンピュータストレージにおいて論理ユニットを
識別するために使用する番号。論理ユニットとは、ファイバチャネルや iSCSIのようなSCSI
プロトコルや SCSIをカプセル化するプロトコルによってアドレス指定されるデバイスで
す。LUNは、読み取り/書き込み操作をサポートしているテープドライブなどのあらゆるデ
バイスで使用できますが、SAN上に作成された論理ディスクを参照するために最もよく使
用されます。

MACアドレス

LANに接続するすべてのデバイスに必要な標準化されたデータリンク層アドレス。イーサ
ネットMACアドレスは 6バイト長で、IEEEによって管理されます。ハードウェアアドレ
ス、MACレイヤアドレス、物理アドレスとも呼ばれます。

アウトオブバンド

データ用と制御用に別々のパスを提供するストレージ仮想化方式。1つのリンクによって仮
想ストレージのイメージをホストに提供し、ホストが物理ストレージからデータブロック

を直接取得できるようにします。
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